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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年5月26日(2011.5.26)

【公開番号】特開2010-1320(P2010-1320A)
【公開日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-001
【出願番号】特願2008-158731(P2008-158731)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/81     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   3/00    １０３Ｌ
   Ｃ０８Ｌ  23/26    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/17    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/81    　　　　
   Ａ６１Ｑ  13/00    １０２　
   Ａ６１Ｑ  15/00    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    １０３Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
多価アミン（Ａ）と、下記反応生成物（Ｂ１）及び／又は（Ｂ２）とを含んでなる水性液
（Ｃ）用ゲル化剤。
反応生成物（Ｂ１）：エチレン性不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体とオニウム
カチオンとの反応による反応生成物
反応生成物（Ｂ２）：エチレン性不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体とオニウム
カチオン及びアンモニアとの反応による反応生成物
【請求項２】
ゲル化剤の重量を基準として、多価アミン（Ａ）の含有量が０．５～２５．９重量％、反
応生成物（Ｂ１）及び（Ｂ２）の合計含有量が７４．１～９９．５重量％、並びに（Ａ）
の含有量と（Ｂ１）及び（Ｂ２）の合計含有量の比｛（Ａ）の含有量／（Ｂ１）及び（Ｂ
２）の合計含有量｝が０．００５～０．３５である請求項１に記載の水性液用ゲル化剤。
【請求項３】
反応生成物（Ｂ１）が、エチレン不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体に含まれる
無水マレイン酸基１モルに対してオニウムカチオンが０．５～２モル反応している反応生
成物である請求項１又は２に記載の水性液用ゲル化剤。
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【請求項４】
反応生成物（Ｂ２）が、エチレン不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体に含まれる
無水マレイン酸基１モルに対してオニウムカチオンが０．５～１．８モル反応しアンモニ
アが０．２～０．８モル反応している反応生成物である請求項１～３のいずれかに記載の
水性液用ゲル化剤。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載の水性液用ゲル化剤で水性液（Ｃ）をゲル化させてなる水
性液ゲル。
【請求項６】
透過率が７０～１００％である請求項５に記載の水性液ゲル。
【請求項７】
請求項１～４のいずれかに記載の水性液用ゲル化剤、消臭性及び／又は芳香性を有する物
質（Ｄ）並びに水性液（Ｃ）を含んでなる消臭及び／又は芳香剤。
【請求項８】
多価アミン（Ａ）、下記反応生成物（Ｂ１）及び／又は（Ｂ２）並びに水性液（Ｃ）を含
んでなる組成物を架橋反応させることを特徴とする水性液ゲルの製造方法。
反応生成物（Ｂ１）：エチレン性不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体とオニウム
カチオンとの反応による反応生成物
反応生成物（Ｂ２）：エチレン性不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体とオニウム
カチオン及びアンモニアとの反応による反応生成物
【請求項９】
ゲル化剤の重量を基準として、多価アミン（Ａ）の含有量が０．５～２５．９重量％、反
応生成物（Ｂ１）及び（Ｂ２）の合計含有量が７４．１～９９．５重量％、並びに（Ａ）
の含有量と（Ｂ１）及び（Ｂ２）の合計含有量の比｛（Ａ）の含有量／（Ｂ１）及び（Ｂ
２）の合計含有量｝が０．００５～０．３５である請求項８に記載の水性液ゲルの製造方
法。
【請求項１０】
反応生成物（Ｂ１）が、エチレン不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体に含まれる
無水マレイン酸基１モルに対してオニウムカチオンが０．５～２モル反応している反応生
成物である請求項８又は９に記載の水性液ゲルの製造方法。
【請求項１１】
反応生成物（Ｂ２）が、エチレン不飽和化合物と無水マレイン酸との共重合体に含まれる
無水マレイン酸基１モルに対してオニウムカチオンが０．５～１．８モル反応しアンモニ
アが０．２～０．８モル反応している反応生成物である請求項８～１０のいずれかに記載
の水性液用ゲルの製造方法。
【請求項１２】
架橋反応させる温度が５～６０℃である請求項８～１１のいずれかに記載の水性液ゲルの
製造方法。
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